
令和５年度「６０（ロクマル）プラス」優良実践校 実践報告書 

 
１ 実践校名 

 
盛岡市立東松園小学校 

 
２ 実 践 名 

 
元気もりもり週間とタイアップした６０プラスプロジェクトの実施 

 
３ 実施対象者 

 
全校児童 保護者 

 
４ 目 標  

よい生活リズムをめざして、生活の工夫ができるようにする。元気もりもり週間、マラ
ソンがんばり週間に合わせて、よりよい生活に向けた意欲を高める。 

 
５ 実践内容 実践内容 

該当する 

推薦基準 

生徒指導部健康教育担当内で、体育指導・保健指導・食育指導の各担当に
よる役割分担の確認と実施時期の検討【資料１―１～３】 

ア 

元気もりもり週間【資料２―１～３】とマラソンがんばり週間（９月）に
合わせた「チャレンジカード」の使用【資料２―１～４】 イ 

ウ 

栄養教諭と養護教諭による「元気もりもりカード」「チャレンジカード」を
使用した栄養指導・保健指導と、「元気もりもりファイル」や事前事後の通
信による保護者への啓発活動【資料３―１～５】 

ア 
イ 
ウ 

 
６ 成 果 

・本校独自の取り組みである「元気もりもり運動」は、児童一人一人が早寝早起き朝ご
はん・排便リズム・メディア視聴時間・歯みがきの各項目において、よりよい生活習慣
の確立を目指して自分でできる工夫を考え、振り返りをし、担当者による評価を加えて
児童と保護者に還元する形式が根付いている。そこに６０プラスプロジェクトを合わせ
たことで、類似の取り組みをまとめ、児童、保護者、職員の意識を高めるとともに負担
を軽減することができた。 
・マラソンがんばり週間に合わせたことで、運動への意欲が高まり、規則正しい生活に
つながった児童が多かった。また、例年課題であった排便リズムに改善傾向がみられた。 

 
７ 課 題 

・似た内容の元気もりもりカードとチャレンジカードの２枚を記入・点検する負担
と、意義について疑問があること。 
・２学期は元気もりもり週間とマラソンがんばり週間、３学期はなわとびがんばり週
間に合わせた取り組みが可能だが、１学期は実施時期の設定が難しいこと。 

 
８ 今後の予定 

・「元気もりもりカード」に運動の項目を加え、一本化する。 
・実施時期は、本校の実態に合わせ、効果が見込める２学期と３学期を検討する。 
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